
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

6月議会の日程

5月 27日（金） 本会議

6月 6（月）、7（火） 本会議（代表質問）

  9（木）～15（水） 各常任委員会

  27日（月）～30日（木） 本会議（一般質問・採決）

※のもとは、代表質問を行う予定です。
　市のホームページから中継や録画をご覧いただけます。

参加費
無料

将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ
「
未
来
の
カ
タ
チ
」
と
は

ロ
シ
ア
に
対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

攻
撃
と
主
権
侵
害
を
厳
し
く
非
難
し
、
完
全

か
つ
無
条
件
で
軍
の
即
時
撤
退
を
強
く
求
め

る
と
と
も
に
、
政
府
に
は
、
平
和
的
解
決
に

向
け
た
厳
格
か
つ
適
切
な
対
応
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
び
と
へ
の
人
道
支
援
、
国
内
の
両
国

民
へ
の
人
権
侵
害
防
止
を
要
請
し
ま
し
た
。

4
月
か
ら
の
組
織
改
編
で
、
橋
本
駅
と

相
模
原
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

「
広
域
交
流
拠
点
推
進
部
」
が
、「
リ
ニ
ア

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
部
」
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

の
は
危
険
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
意
識
や
働
き
方
、

暮
ら
し
方
が
変
化
し
、
A
I
（
人
工
知
能
）、

I
o
T（  　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
通
信
す

る
こ
と
）
等
の
新
技
術
に
よ
り
、
移
動
の

ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

橋
本
駅
は
、
ア
ク
セ
ス
性
と
自
然
豊
か

な
エ
リ
ア
と
の
近
接
性
で
優
位
に
あ

り
、
相
模
原
駅
周
辺
は
、
関
東
圏
に
お

け
る
地
盤
が
安
定
し
た
広
大
な
一
等
地

で
す
。
両
駅
周
辺
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、「
S
D
G

ｓ
日
本
一
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
脱
炭
素

社
会
を
具
現
化
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち

を
め
ざ
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
降
り
た
く
な
る
、
住

み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
み
な

さ
ん
は
、
将
来
世
代
に
ど
ん
な
「
未
来

の
カ
タ
チ
」
を
引
き
継
ぎ
た
い
で
す
か
。

政
策
決
定
の
場
で
多
様
な
視
点
や
発
想
、

専
門
的
な
知
識
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
副
市

長
等
の
人
事
で
は
、
女
性
、
民
間
、
公
募
か

ら
登
用
を
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

要
望
が
実
現
し
、
総
務
省
か
ら
大
川
亜
沙
奈

氏（
東
大
経
済
学
部
卒
、
41
才
）が
就
任
。
他

自
治
体
で
の
経
験
や
子
育
て
世
代
の
視
点
も

活
か
し
、
新
風
を
吹
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
！

本
市
初
「
女
性
副
市
長
」
が
誕
生
！

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

非
難
す
る
決
議
」
全
会
一
致
で
採
択

2022年度の予算の中身や地域の話題
をお伝えします。地域のこと、市への
要望や提案など、お話し
ませんか？お気軽にご参
加ください。お待ちして
います！

 ※場所が変更になる場合があります。参加前にご確認ください。

第46回　のもとよしみの議会報告会

 日にち  

5月22日（日）
 相模湖公民館 
10時～12時
 城山公民館
 14時～16時

予算の中身と私たちの暮らし

Internet of Things

の
略
。

ふじのマレットゴルフ場
～四季折々の風景を眺めながら、子どもも大人も楽しめます。 

公式競技ができる36ホールを整備～

2022年4月
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改
修
工
事
の
た
め
、6
月
か
ら

来
年
3
月
ま
で
休
館
。来
春
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
で
す
。お
楽
し
み
に
！

藤
野
や
ま
な
み
温
泉
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市税収入の推移

※R2年度までは決算額、R3,R4年度は予算額

資料①

（億円）
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133

73 68

109

147
158

財政調整基金残高の推移資料②
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※R2年度までは決算額、R3,R4年度は予算額

一
般
会
計
の
予
算
に
は
賛
成

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、

過
去
最
大
の
3
1
1
2
億

円
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
幅
な

減
収
を
見
込
ん
だ
昨
年
度

と
違
い
、
コ
ロ
ナ
前
並
み

の
税
収
を
見
込
み
（
資
料
①
）、
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
た
新
規
事
業
も
数
多
く
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。
目
標
や
効
果
が
曖
昧
な
新
規
事
業
も

あ
る
中
、
既
存
事
業
は
、
19 

%
も
予
算
を
カ

ッ
ト
し
た
昨
年
度
の
ま
ま
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

必
要
で
す
が
、
重
要
な
の
は
、
市
民
ニ
ー
ズ

や
目
的
に
合
っ
て
い
る
か
、
費
用
対
効
果
は

ど
う
か
で
す
。
討
論
で
は
、
新
規
か
、
既
存

か
の
別
な
く
、
十
分
に
検
証
し
、
そ
の
結
果

を
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
求
め
ま
し
た
。

国
保
税
の
値
上
げ
改
定
に
は
反
対

可
処
分
所
得
（
収
入
か
ら
税
金
等
を
引
い

た
使
え
る
お
金
）は
、
年
々
減
っ
て
お
り
、
コ

ロ
ナ
禍
や
原
油
価
格
の
高
騰
が
暮
ら
し
を
直

撃
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
侵
略
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
期
に
、
国
保

税
を
実
質
5
％
も
引
き
上
げ
る
改
定
案
が

（
子
育
て
世
帯
は
減
額
措
置
が
あ
り
、
一
部

下
が
る
世
帯
も
。
大
人
だ
け
の
世
帯
は
負
担

増
。
10 

%
以
上
の
引
き
上
げ
に
な
る
世
帯

も
）。
颯
爽
の
会
は
反
対
し
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
に
寄
り
添
っ

た
丁
寧
な
対
応
を
要

請
し
ま
し
た
。

職
員
組
織
の
改
編　

期
待
と
懸
念
と

23
部
か
ら
14
部
体
制
に
な
り
、
部
長
は
減

り
ま
し
た
が
、
新
た
に
少
子
化
対
策
、
人
権
・

女
性
活
躍
、
学
校
給
食
・
規
模
適
正
化
な
ど
、

特
定
の
施
策
や
課
題
を
担
当
す
る
、
10
人
の

担
当
部
長
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
明
確
な
目

的
を
持
つ
担
当
部
長
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

一
方
で
、
気
に
な
る
配
置
も
。「
基
地
対

策
・
中
山
間
地
域
対
策
担
当
部
長
」
は
、
緑

区
で
は
な
く
、
本
庁
の
市
長
公
室
へ
の
配
置
。

中
山
間
地
域
の

課
題
は
、
移

動
手
段
の
確

保
、
鳥
獣
害

対
策
、
災
害
対

応
等
、
多
岐
に
わ

た
り
、
移
住
促
進
や
観
光
振
興
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
相
模
総
合
補
給
廠
の
交
渉
や
基
地
対

策
を
行
い
つ
つ
、
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、「
脱
炭
素
社
会
・
資
源
循

環
推
進
担
当
部
長
」
は
、
環
境
経
済
局
内
に

配
置
さ
れ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
（
旧
環

境
政
策
課
）
と
資
源
循
環
部
を
所
管
す
る
の

み
。
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全

庁
的
、
野
心
的
な
取
り
組
み
を
主
導
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

市
民
や
事
業
者
、
関
係
機
関
と
の
連
携
も

必
要
で
す
。
担
当
部
長
が
そ
の
職
責
を
果
た

せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
効
果
的
な
事
業

の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン　

修
正
と
対
応
を

2
0
2
1
年
度
4
月
に
策
定
さ
れ
た
右
記

プ
ラ
ン
。「
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
ピ
ー

ク
時
（
H 

25
年
度
末
）
の
半
分
」「
こ
の
ま

ま
だ
と
市
は
破
綻
し
か
ね
な
い
」
と
危
機
感

を
煽
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
カ
ッ
ト
や
公
共

施
設
の
廃
止
は
や
む

な
し
と
思
わ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
基
金
残
高
が
増
加
す
る
な
ど
、
実

態
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
（
資
料
②
）。
修
正

と
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
を
説
明
す
る
子
ど
も
向
け

冊
子
は
、
両
親
と
2
人
の
子
ど
も
が
登
場
し
、

男
女
の
役
割
を
示
唆
す
る
よ
う
な
場
面
も
あ

り
、
複
雑
な
背
景
が
あ
る
子
ど
も
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
配
慮
に
欠
け
る
た
め
、

学
校
で
の
活
用
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
、
今
後
、

市
が
発
行
、
発
信
す
る
資
料
や
情
報
は
留
意

す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

敬
老
祝
金
は
廃
止　

補
聴
器
の
購
入
助
成
を
新
設

88
才
、
百
才
で
の

祝
金
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
方
に
は
残
念
な
お
知
ら
せ
で
す
が
、

敬
老
祝
金
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
は
り
・
き

ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
助
成
券
は
半
額
に

な
り
（
2
千
円
↓
千
円
／
回
、
12
回
）、
対
象

年
齢
も
70
才
か
ら
75
才
以
上
に
段
階
的
に
引

き
上
げ
に
（
今
年
度
は
71
才
以
上
が
対
象
）。

一
方
で
、
加
齢
性
難
聴
の
方
（
65
才
以
上
）

が
補
聴
器
を
購
入
す
る
際
に
、
2
万
円
を
助

成
す
る
介
護
予
報
モ
デ
ル
事
業
や
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
が
予
算
化
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
ね
た
き
り
高
齢
者
等
移
送

サ
ー
ビ
ス
利
用
権
※
」
は
、
津
久
井
地
域
の
方

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

給
食
費
の
集
金　

来
年
度
か
ら
廃
止
へ

保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
交
代
で
集
金
を
お

願
い
し
て
い
る
小
学
校
の
給
食
費
。
保
護
者

に
も
先
生
方
に
も
負
担
が
大
き
く
、
見
直
し

を
求
め
る
声
が
強
く
あ
り
ま
し
た
が
、
市
は
、

未
納
を
防
ぐ
効
果
が
高
い
こ
と
等
か
ら
二
の

足
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
よ
う
や

く
公
会
計
化
へ
（
市
が
徴
収
、
支
払
い
、
管

理
を
行
う
）。
今
年
度
は
シ
ス
テ
ム
改
修
等

の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
来
年
4
月
か
ら
は
口

座
引
き
落
と
し
等
で
の
徴
収
に
な
り
ま
す
。

あ
と
1
年
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
を
応
援　

訪
問
で
家
事
支
援

出
産
後
や
育
児
で
大

変
な
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
家
事
を
手
伝
う
訪
問
事

業
が
、
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
産
後
世
帯

は
半
年
で
20
回
、
多
胎
世
帯
は
1
年
で
30
回

を
上
限
と
し
、
1
回
2
時
間
で
2
千
円
の
利

用
料
を
想
定
（
減
免
制
度
あ
り
）。
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
や
虐
待
リ
ス
ク
の
あ
る
世
帯
へ
の

支
援
は
、
状
況
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

寄
り
添
っ
た
支
援
と
な
る
よ
う
、
社
協
が
行

う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
等
と
の
連
携
、
支
援
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
行
う
人
材
の
育
成
を
求
め
ま
し
た
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て　
　

今
年
度
は
、
2
0
3
0
年
C
O
2
の
46
％

削
減
、
2
0
5
0
年
脱
炭
素
と
い
う
目
標
の

達
成
に
向
け
て
、

「
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
」
を
改
定

し
ま
す
。
庁
内
の

合
意
形
成
を
十
分

に
図
り
、
全
庁
的
、
効
果
的
に
取
組
が
進
む

よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
率
先
行
動

と
し
て
、
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
設
置
、
い
や
し
の
湯
へ
の
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
、
金
原
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
、
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
小
水
力
発
電
等
、
市

民
や
民
間
事
業
者
の
取
組
を
促
す
等
、「
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
推
進
と
深
度
化
を
図

る
よ
う
、
要
望
し
ま
し
た
。

ナ
ラ
枯
れ　

枯
木
の
伐
採
で
巨
額
予
算　

予
防
へ
シ
フ
ト
を

緑
地
や
公
園
で
ナ
ラ
枯
れ
し
た
木
の
伐
採

費
用
が
緊
急
の
補
正
予
算
に
。
5
4
8
本
で

1
億
4
4
0
0
万
円
！
市
道
や
散
策
路
沿
い

の
木
で
、
人
や
住
宅
に
被
害
が
出
る
の
を
防

ぐ
た
め
と
の
こ
と
で
す
。
被
害
が
始
ま
っ
た

2
0
1
7
年
か
ら
の
5
年
間
で
市
が
伐
採
等

に
使
っ
た
費
用
は
約
2
億
円
。
さ
ら
に
今
回

の
補
正
予
算
が
加
わ
り
ま
す
。
南
区
か
ら
北

上
し
、
緑
区
で
も
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

予
防
に
向
け
た
取
組
を
提
案
中
で
す
。

橋
本
駅
周
辺
整
備
事
業　

進
む
手
続
き

リ
ニ
ア
駅
の
開
業
に
合
わ
せ
、
相
原
高
校

跡
地
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
整
備
事
業
。

京
王
橋
本
駅
の
移
設
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
協
議
中
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
除
い
た

3
つ
の
事
業
（
土
地
区
画
整
理
、
街
路
、
自

由
通
路
整
備
）
に
つ
い
て
、
大
規
模
事
業
評

価
制
度
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

左
図
の
事
業
に
、
16
号
か
ら
相
模
原
I
C
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
（
仮
称
大
西
大
通
り
線
）

を
加
え
た
概
算
事
業
費
は
約
5
3
8
億
円

（
う
ち
市
費
は
3
3
0
億
）。
市
は
、
7
月
に

対
応
方
針
を
決
定
し
、
来
年
度
の
都
市
計
画

決
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

3
月
議
会
報
告　

民
生
委
員
会　

2
0
2
2
年
度
予
算
へ
の
討
論

※
要
介
護
３
〜
５
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
ま
で
全
介
助
を
必
要

と
す
る
方
が
対
象
。
千
円
×
月
5
枚
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
月
8
枚
を
交
付
。
ご
利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
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A
&
A
百
条
委
員
会　

証
人
喚
問
等
を
実
施

百
条
委
員
会
の
設
置
か
ら
1
年
。
よ
う
や

く
3
月
か
ら
参
考
人
質
問
、
証
人
喚
問
が
始

ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
職
員
や
関
係
者
の
発

言
か
ら
は
、
虚
偽
の
公
文
書
の
作
成
、
議
会

へ
の
虚
偽
の
答
弁
、
区
画
整
理
事
業
へ
の
理

解
不
足
、
民
間
包
括
委
託
方
式
を
都
合
よ
く

捉
え
て
い
た
こ
と
、
庁
内
の
意
思
決
定
過
程

の
不
透
明
さ
、
現
場
の
職
員
が
疲
弊
し
き
っ

て
い
た
こ
と
等
が
読
み
取
れ
ま
す
。

市
は
、
中
断
し
て
い
る
事
業
の
方
向
性
を

示
す
の
を
3
月
か
ら
5
月
ま
で
延
期
。「
事

業
の
継
続
に
は
、
大
き
く
膨
ら
む
総
事
業
費

の
圧
縮
が
必
要
。
よ
り
慎
重
に
判
断
し
た

い
」
と
の
こ
と
で
す
。
無
謀
な
事
業
が
な
ぜ

進
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
実
態
の
解
明

に
向
け
、
百
条
委
員
会
は
続
き
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
定
住
・
移
住
を
促
進　
　

中
古
住
宅
の
流
通
と
子
育

て
世
帯
の
定
住
、
移
住
を
図
る

た
め
、
補
助
制
度
が
新
設
さ
れ

ま
す
。
対
象
は
、
子
育
て
中

（
18
才
以
下
）
か
妊
婦
さ
ん
の
い
る
世
帯
、
ま

た
は
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
の
世
帯
で
す
。

中
古
住
宅
の
購
入
で
は
、
基
本
額
50
万
円

に
、
①
市
外
か
ら
の
転
入
で
20
万
、
②
市
内

企
業
に
勤
務
で
15
万
、
親
世
帯
と
同
居
・
近

居
で
15
万
が
加
算
さ
れ
、
最
大
百
万
円
を
補

助
。
同
居
す
る
た
め
親
世
帯
の
住
宅
を
改
修

す
る
場
合
に
は
、
工
事
費
の
10
分
の
1
（
上

限
20
万
）
に
、
①
、
②
に
加
え
、
津
久
井
産

材
の
利
用
で
5
万
が
加
算
さ
れ
、
最
大
60
万

円
を
補
助
。
居
住
誘
導
区
域
内
の
中
古
住
宅

に
限
る
等
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
建

築
・
住
ま
い
政
策
課
（042-769-9817

）
へ
。

実
現
し
ま
し
た
！

峯
の
薬
師
の
観
光
ト
イ
レ 

水
洗
化
へ

事
故
が
起
き
る
前
に
転
落
防
止

姿
三
四
郎
の
決
闘
の
舞
台
に
も
な
っ
た

峯
の
薬
師
。「
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」
の
コ

ー
ス
上
に
あ
り
ま
す
が
、
観
光
ト
イ
レ
は

古
く
、
和
式
の
汲
み
取
り
式
で
、
使
用
を

敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
。
寄
附
の
申
し
出
が

あ
り
な
が
ら
、
浄
化
槽
の
設
置
に
課
題
が

あ
り
、
何
年
も
改
修
さ
れ
な
い
ま
ま
。
ご

相
談
を
受
け
、

課
題
を
ク
リ
ア

し
、
改
修
工
事

が
完
了
！
ご
寄

附
と
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま

す
。

改修後の観光トイレ （峯の薬師）（城山地区中沢）

2年前に廃校になった旧青根中学校。

プラネタリウムやお茶室、武道場やプ

ールも備えた特色のある施設です。こ

れまでに地域の魅力や特性、将来像を

考えるワークショップ、民間事業者等

へのサウンディング調査、トライアル・

サウンディングが実施され、3月にはそ

の報告と公民連携による有効活用につ

いてのシンポジウムが開催されました。

今年度は、事業者の選定基準を整理

し、来年度に公募の予定とのこと。中

山間地域振興のモデル地区でもある青

根地域。地域資源や自然環境を活かし、

エリア全体の振興につながる活用を期

待します。

旧青根中は地域振興の拠点に

市営上九沢団地の集会所で毎週月曜日に開催されて
いる「くすのき広場」。ボランティアのみなさんが、こ
どもの居場所や勉強会、くすのき食堂（第1、第3月
曜）を運営しています。ただ今、食事作りのボランテ
ィアを大募集中！お手伝いいただける方は、代表の吉
澤肇さん（090ｰ6515-6268）までご連絡ください。

くすのき食堂　ボランティア募集中！
生活の困りごとや不安、子育てや学校のこ
と、介護や障がいのこと、道路や公園、施設
等の修繕や不具合、市政への疑問等、なん
でもお気軽にお声がけくだ
さい。連絡は下記事務所ま
で。お待ちしています！

よろづ相談いつでもお気軽に！


